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﹁
感
動
を
あ
り
が
と
う
・
中
小
体
連
夏
の
大
会
・

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
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七
月
十
六
日
・
十
七
日
に
、
西
春
日
井
地
区

各
所
で
、
中
小
体
連
西
春
日
井
支
所
中
学
校
体

育
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
三
年
生
に
と
っ
て
は
毎
年
特
別

な
大
会
で
す
。
こ
の
大
会
を
最
後
に
、
ほ
ぼ
全

て
の
運
動
部
活
動
の
三
年
生
は
引
退
し
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。

　
こ
の
大
会
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々

な
こ
と
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
仲
間
と
共
に
汗

を
流
し
、
歯
を
食
い
し
ば
り
厳
し
い
練
習
に
も

耐
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。共
に
喜
び
、悔
し
が
り
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
七
月
二
十
六
日
に
は
、吹
奏
楽
部
三
年
生
に
と

っ
て
も
最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
夏
の
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
は

以
下
の
通
り
で
す
。

女
子
卓
球
　
　
　
地
区
大
会
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
愛
日
大
会
第
三
位

男
子
卓
球
　
　
　
地
区
大
会
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
愛
日
大
会
ベ
ス
ト
八

女
子
バ
レ
ー
　
　
地
区
大
会
第
三
位

女
子
バ
ス
ケ
　
　
地
区
大
会
第
三
位

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
地
区
大
会
第
三
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
地
区
大
会
第
四
位

吹
奏
楽
　
　
　
　
東
尾
張
地
区
大
会
銀
賞

　
︵
個
人
︶

稲
熊
由
惟
菜
　
卓
球
地
区
大
会
優
勝

　
愛
日
大
会
第
三
位
︵
県
大
会
出
場
︶

坪
井
梨
子
　
　
卓
球
地
区
大
会
第
二
位

大
野
瑞
歩
　
　
卓
球
地
区
大
会
第
三
位

野
口
健
太
郎
　
卓
球
地
区
大
会
第
四
位

阿
部
華
林
　
　
卓
球
地
区
大
会
第
六
位

木
戸
星
梨
花
　
卓
球
地
区
大
会
第
八
位

深
見
茉
由
奈
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
日
大
会

　
第
五
位
︵
県
大
会
出
場
︶

　
大
会
の
結
果
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
活
動
に
よ

っ
て
違
い
ま
す
が
、
部
活
動
を
通
し
て
、
三
年

生
は
確
実
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
最
後
ま
で

﹁
豊
中
魂
﹂
を
も
っ
て
諦
め
な
い
試
合
態
度
は
、

他
の
学
校
に
誇
れ
る
も
の
で
す
。
最
後
に
、
い

つ
も
部
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
保
護

者
の
皆
様
に
感
謝
の
意
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
生
徒
が
部
活
動
に
一
生
懸
命
取
り
組
め
る

の
も
保
護
者
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
民
具
資
料
か
ら
脱
穀
機
械
を
時

代
順
に
三
種
類
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
千
歯
こ
き
︵
ま
ん
が
︶

　
実
っ
た
稲
︵
米
︶

や
麦
を
脱
穀
す
る

の
に
使
わ
れ
ま
し

た
。

　
束
ね
た
稲
穂
を

広
げ
て
、
櫛
状
の

歯
の
向
こ
う
側
に

挟
み
、
手
前
に
引

い
て
、
籾
や
麦
を

落
と
し
ま
し
た
。
元
禄
時
代
︵
一
六
八
八
〜

一
七
〇
四
︶
に
考
案
さ
れ
、
米
の
脱
穀
に
は
、

足
踏
み
脱
穀
機
が
普
及
す
る
ま
で
使
い
続
け

ら
れ
ま
し
た
。

▽
足
踏
み
脱
穀
機
︵
輪
転
機
・
稲
こ
き
︶

　
背
面
に

あ
る
ペ
ダ

ル
を
踏
ん

で
、
多
く

の
歯
先
の

つ
い
た
ド

ラ
ム
を
回

転
さ
せ
て
脱
穀
し
ま
す
。
脱
穀
時
の
勢
い
で

籾
が
跳
ね
跳
ぶ
の
で
、
前
面
に
莚
の
覆
い
を

し
て
用
い
ま
し
た
。
明
治
末
に
発
明
さ
れ
、

昭
和
初
期
に
は
か
な
り
広
く
普
及
し
、
戦
後

ま
で
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
﹃
豊
山
の
民
具
﹄
に
は
千
歯
こ
き
は
﹁
大

正
末
期
が
最
盛
期
﹂
、
足
踏
み
脱
穀
機
は
、

﹁
昭
和
四
十
年
位
ま
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
﹂

と
あ
り
ま
す
。

▽
動
力
脱
穀
機
︵
発
動
機
︶

　
足
踏

み
脱
穀

機
の
ド

ラ
ム
を

動
力︵
多

く
は
石

油
系
エ

ン
ジ
ン
︶

で
動
か

す
よ
う

に
な
っ

た
脱
穀

機
で
す
。

　
昭
和

三
〇
年
代
か
ら
普
及
し
、
四
〇
年
代
に
全
盛

期
を
迎
え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
現
在
に

至
る
コ
ン
バ
イ
ン
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
ま

し
た
。

　
英
語
の
コ
ン
バ
イ
ン
︵co

m
bine

︶
と
は
、

﹁
結
合
さ
せ
る
︵
す
る
︶
﹂
と
い
う
意
味
で
、

稲
刈
と
脱
穀
を
結
合
し
た
﹁
稲
刈
脱
穀
機
﹂

が
コ
ン
バ
イ
ン
に
相
当
す
る
日
本
語
で
し
ょ

う
。

﹃
書
窓
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
号
﹄よ
り︵
改
︶

む
し
ろ


